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令和 4 年度厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 

「公衆衛生領域を中心とした自治体栄養士養成プログラム開発のための研究 (20FA1008)」 

 

分担研究報告書 

 
新しい自治体栄養士養成プログラム試行研修会（対面対応）の実施と 

受講者からの意見や評価 
 

研究代表者 大阪公立大学大学院生活学研究科食栄養学分野 由田 克士 

研究分担者 千葉県立保健医療大学健康科学部栄養学科 荒井 裕介 

研究分担者 金沢大学医薬保健研究域保健学系看護科学領域 岡本 理恵 

研究分担者 静岡県立大学食品栄養科学部栄養生命科学科 串田 修 

研究分担者 青森県立保健大学健康科学部栄養学科 小山 達也 

研究分担者 愛知県瀬戸保健所 澁谷いづみ 

研究分担者 神奈川県立保健福祉大学栄養学科 田中 和美 

研究協力者 神奈川県立保健福祉大学栄養学科 飯田 綾香 

研究協力者 新潟県南魚沼地域振興局健康福祉環境部 磯部 澄枝 

研究協力者 兵庫県健康福祉部健康局 諸岡 歩 

研究協力者 静岡県健康福祉部健康局健康政策課 赤堀 摩耶 

 

研究要旨  

本研究班として、これまでに取り組んできた文献レビュー、都道府県・保健所設置市・特別区の主管部局

や自治体に勤務する栄養士個人を対象とした調査・分析、関連の意見交換、先行で実施してきた研修会か

ら得られた知見をもとにして、対面対応（一部遠隔対応）による新しい自治体栄養士養成プログラム試行研

修会（主に中堅期を対象）を実施した。 

受講者から寄せられた事後アンケートの結果によると、研修プログラムの内容は何れも概ね理解されてい

る。また、自由記載から得られた内容を総合的に判断すると、各演者が講演した内容やグループワークの

意図は受け入れられていると考えられる。従来の自治体栄養士養成プログラムでは殆ど触れられていなか

った新しい研修内容、特に、自己効力感や自己肯定感を持って業務を展開するための対応や戦略、さまざ

まな組織に打ち込みながらの連携、業務の内容や範囲を拡大するための考え方や戦略などについては、

高い関心が認められる。 

従前の調査結果によれば、中堅期以降の栄養士を対象とした養成プログラムにおいて、系統的に整理さ

れた内容を計画的に展開している自治体は皆無に等しく、このことが、自治体栄養士の業務の拡大や昇任

に悪い影響与えていた可能性がある。今回試行・提案した内容を含め、何れの自治体においても、目指す

べき姿に近づくことが出来るよう、養成プログラムの構築が求められる。 

 

 

Ａ.研究目的 

本研究班として、これまでに取り組んできた文

献レビュー、都道府県・保健所設置市・特別区の

主管部局や自治体に勤務する栄養士個人を対

象とした調査・分析、関連の意見交換、先行で実

施した研修会をベースとして、対面対応（一部遠

隔対応）による新しい自治体栄養士養成プログラ

ム試行研修会（主に中堅期を対象）を実施した。

受講者からの意見や評価を得て、基本的なプロ

グラムの内容や進め方を検証した。 

 

Ｂ.研究方法 

（1）試行研修会の開催 

 2022（令和 4）年 11 月 18 日に計画された令和

4 年度兵庫県行政栄養士研修（第 2 回栄養指導

員資質向上研修）について、兵庫県と本研究班

が連携し、研究班が提案する新しい自治体栄養

士養成プログラムに沿った内容で実施した。 

（2）グループワークに際しての班分け 

この研修会中には 2 回のグループワークを設

定した。その際の班分けは、参加者における現在

の勤務先に応じ、6 つの班とした。 

（3）事前課題 

事前課題として、１）振り返りシート、２）キャリア
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シート、の書式ファイルを送付し、研修会前まで

に完成させて置くことを求めた。また、必要に応

じ、３）経験振り返りシートも活用してよいこととし

た。 

（4）研修内容とタイムスケジュール 

予め、表 1 に示す研修内容とタイムスケジュー

ルを調整しておき、これに沿って研修を進めた。

全体の進行、講演・情報提供は、研究班員が務

めた。これとは別に厚生労働省健康局健康課栄

養指導室担当官（栄養指導室長補佐、栄養指導

室主査）からも、挨拶、講演、コメント等を得た。 

（5）試行研修会終了後にアンケート調査 

研修会終了後における参加者からの評価・意

見を把握するためのアンケート調査を実施した。 

 

Ｃ.研究結果 

（1）参加者数 

 兵庫県内の自治体（県、保健所設置市、その他

の市町）よりのべ 39 名が参加した。ただし、このう

ち 8 名については、新型コロナウイルス感染症予

防等の都合によりオンライン参加となった。 

（2）研修会の実施状況 

 概ね事前に設定したタイムスケジュール（表 1）

に添った対応で進行した。 

（3）参加者からの評価・意見 

 試行研修会終了後に参考資料 1 に示すアンケ

ートを実施した。37 名から回答が得られた。 

 対象者の基本属性を図 1～図 3 に示した。また、

各講演・グループワークの理解度の状況を図 4 に

示した。さらにそれぞれに関する回答の理由など

は、別記 1 から別記 6 に示した（ただし、個人が

特定できるような記載や明らかなミスタイプなどは、

回答の意味が変わらないように調整を施してい

る）。受講者から寄せられた内容を総合的に判断

すると、今回の研修プログラムの内容については、

何れも概ね理解されている。 

 

Ｄ.考察 

 本研究班として、これまでに検討してきた新しい

自治体栄養士養成プログラムによる試行研修会

を企画し、実施した。 

 従来の自治体栄養士養成プログラムでは殆ど

触れられていなかった新しい研修内容、特に、自

己効力感や自己肯定感を持って業務を展開する

ための対応や戦略、さまざまな組織に打ち込み

ながらの連携、業務の内容や範囲を拡大するた

めの考え方や戦略などについては、高い関心が

認められる。 

従前の調査結果によれば、中堅期以降の栄養

士を対象とした養成プログラムにおいて、系統的

に整理された内容を計画的に展開している自治

体は皆無に等しく、このことが、自治体栄養士の

業務の拡大や昇任に悪い影響与えていた可能

性がある。今回試行・提案した内容を含め、何れ

の自治体においても、目指すべき姿に近づくこと

が出来るよう、新しい養成プログラムの実施と自

治体の状況に応じた既存プログラムの選択による

総合的な体制の構築が求められる。 

 

Ｅ.結論 

 本研究班として、準備してきた新しい自治体栄

養士養成プログラムを企画・実施した。事後に受

講者より得られた評価や意見・感想を確認する範

囲では、当該研修会の目的や実施内容は、概ね

受講者に受け入れられ、達成出来たともの考えら

れる。 

 

Ｆ.研究発表 

（１）論文発表 

なし 

（２）学会発表 

なし 

 

Ｇ．知的所有権の取得状況 

（１）特許取得 

なし 

（２）実用新案登録 

なし 

（３）その他 

なし 
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表 1 タイムスケジュール 

時間 内容 備  考 

10：00～ 受付 受付（兵庫県担当者） 

講師スライド確認（兵庫県担当

者） 

10：30～ 

10：35 

開会・挨拶 

 

進行（諸岡）、挨拶（兵庫県課

長） 

※資料確認、スタッフ紹介、今日の流

れ、講師紹介 

10：35～ 

11：05 

（30 分） 

講義１「新しい自治体栄養士養成プログラム」 

～研究班で分かったこと、中堅期の役割、中

堅期以降で身につけておきたいこと～ 

由田 

11：05～ 

11：50 

（45 分） 

講義２「行政栄養士の戦略の立て方」 

（1）栄養の主流化に向けた「戦略的仕掛け」の

実際  

厚労省○○補佐 

11：50～ 

12：00 

（10 分） 

（2）厚生労働省に出向して学んだ施策づくり

の進め方 

厚労省○○主査 

12：00～ 

13：00 

（60 分） 
昼休憩 

 

13：00～ 

13：40 

（40 分） 

講義３「組織と仕事の進め方」 田中 

 

13：40～ 

14：50 

（70 分） 

演習１「課題の明確化と交渉力」ＧＷ 55 分 

発表（3 分×５Ｇ=15 分） 

田中 

14：50～ 

15：00 休憩 
 

15：00～ 

16：00 

（60 分） 

演習２「組織の中での栄養士」ＧＷ40 分 

発表（3～5 分×５Ｇ=20 分） 

進行（諸岡） 

16：00～ 

16：25 

（25 分） 

「励まし」と「まとめ」 講師等全員 

16：25 閉会 ※アンケート記入依頼 
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参考資料1 

令和４年度 ⾏政栄養⼠研修（第2回栄養指導員資質向上研修）アンケート 
 
今年度の研修の評価とするため、御協⼒をお願いします。 

お 名 前  

年   代 (1)20 歳代     (2)30 歳代    (3)40 歳代    (4)50 歳代 
地域保健の 
経験年数 

(1)５年以下   (2)６〜10 年⽬  (3)11〜15 年⽬  
(4)16〜20 年⽬ (5)20 年以上   

栄養⼠としての 
勤務験年数 

(1)５年以下   (2)６〜10 年⽬  (3)11〜15 年⽬  
(4)16〜20 年⽬ (5)20 年以上   

 

問 1．各講義や演習ごとでのあなたの理解状況について最もあてはまる内容 1 つを選んでください。また、回答の理
由もお書きください。 

講義１「新しい⾃治体栄養⼠養成プログラム」 

（1）よく理解できた （2）理解できた （3）やや理解できなかった  (4)全く理解できなかった 

回答の理由 

 

講義２「⾏政栄養⼠の戦略の⽴て⽅」 
(1)「栄養の主流化に向けた「戦略的仕掛け」の実際」 

 

（1） よく理解できた      （2）理解できた （3）やや理解できなかった (4)全く理解できなかった回答の
理由 

 
 
 
 
 
(2)「厚⽣労働省に出向して学んだ施策づくりの進め⽅」 

 

（1）よく理解できた       (2）理解できた （3）やや理解できなかった (4)全く理解できなかった回答の
理由 

 
 
 
 
 

裏⾯もあります⇒ 
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講義３「組織と仕事の進め⽅」 と 演習１「課題の明確化と交渉⼒」 

（1）よく理解できた （2）理解できた （3）やや理解できなかった (4)全く理解できなかった回答
の理由 

 
 
 
 
演習２「組織の中での栄養⼠」（グループワーク） 

（1）よく理解できた     （2）理解できた （3）やや理解できなかった (4)全く理解できなかった回答
の理由 

 
 
 
 
問2 この研修に参加した理由は何ですか。最も当てはまる内容１つを選んでください。 

（1） リーダーシップ論、組織論を理解することが施策展開に重要だと思ったから 
（2） ⾃分の成⻑や⾃分が今後どのような働き⽅をしたいか、について研修の中で考えたかったから 
（3） 後輩の育成や⾃組織の⼈材育成体制整備を進めるにあたり、ヒントが欲しかったから 
（4） 「公衆衛⽣領域を中⼼とした⾃治体栄養⼠育成プログラム」に興味があったから 
（5） 講師陣が魅⼒的だったから 
（6） 所属内で研修を受ける順番だったから 
（7）その他（ ） 

 

問3 本研修を受講した成果として、当てはまる内容全てを選んでください。 

（1） 学ぶことの⼤切さに改めて気づき、これまで以上に学んでいこうと思えた 
（2） ⾃分が今後成⻑していく姿を、よりイメージすることができた 
（3） 今後、どんな働き⽅をしたいか考えることができた 
（4） 組織の中における⾃分の⽴ち位置や役割について考えることができた 
（5） ⽇頃の不安や悩みが少し解消された 
（6） 明⽇から「できること」「やりたいこと」がみつけられた 
（7）その他（ ） 

 
問4 本⽇の研修会で印象に残った点等⾃由にお書きください。 

 
 

 
 

ご協⼒いただきありがとうございます。 
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図 1 参加者の年齢階級 

 

 
               図 2 地域保健業務の経験年数 

 

 
               図 3 栄養士としての勤務年数 

9 8 12 8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
20歳代 30歳代 40歳代 50歳代以上

15 5 5 5 7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
５年以下 5〜10年 11〜15年 16〜20年 20年以上

9 7 5 4 12

0% 20% 40% 60% 80% 100%
５年以下 5〜10年 11〜15年 16〜20年 20年以上
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            図 4 各講演・グループワークの理解度 

20 17

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新しい⾃治体栄養⼠養成プログラム

12 24 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

栄養の主流化に向けた「戦略的仕掛け」の実際

12 24 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

栄養の主流化に向けた「戦略的仕掛け」の実際

19 15

0% 20% 40% 60% 80% 100%

組織と仕事の進め⽅と演習「課題の明確化と交渉⼒」

13 18 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

組織の中での栄養⼠

よく理解できた 理解できた
やや理解できなかった 全く理解できなかった
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別記 1．新しい自治体栄養士養成プログラム（自由記載） 

• 少数配置の職種だからこそ、同職、他職とのつながり、相談できる相手を作ることの大切さ

を改めて感じました。 

• 新任期のうちには豊富にある研修も、経験年数を重ねていくうちに中堅期を対策とする研

修は少なく「人材育成」という言葉ばかりが先行して教育する側の育成ということがおざな

りになっていることがわかった。今、新任期として一生懸命学んでいることが次の世代につ

なげていけるように少しずつ自分のキャリを積んでいきたいと思った。 

• 10 年後も見据えた新しい自治体管理栄養士養成プログラムのアウトライン+α の図が示さ

れ、今後必要な課題等が明確に理解することができた。 

• 報連相、今一度見直したいです。新任期は ～3 年？ ～10 年？ 

• 前回の研修に続きの内容であったが、すでに忘れていることがあり、反省とともに改めて学

ばせていただけることに感謝しております。報連相を大切に戦略的視点を持ち日々の業務

に活かします。 

• 今の自分の現状にマッチした内容で、研究班の最終プログラムを心待ちにしています！ 

• 戦略を立案、実現するためのヒントが得られた。自分自身は自己肯定感がかなり低いので、

今後、自己肯定感があげられるようにしていこうと思いました。 

• 行政栄養士として働きだして間もないが、やはり健康福祉事務所は保健師さんが中心に働

いているので、栄養士ももっと積極的に動き存在感を高めることが必要と感じていたので、

必要なことだと思いました。 

• 人材、資源、予算、情報の把握と活用や交渉力、仕事のシャープな見せ方など私の理想は○

○班長や○○補佐です。そして自分にはそのような能力がないのも自覚しているので、指し

示して下さる方がいることに感謝し、それについていけるよう頑張りたいです。ありがとう

ございます。 

• 「自らの意思を伝える」ことは、もっとやっていくべきだと思った。一生懸命やっているけ

ど、栄養部門外の人には伝わっていないだろうと感じているので。あと、相談できる人と阻

害要因の除去が必要だと思う。私にとっての阻害要因は知らない知識はまだまだ無限にあ

る不安。新しい情報へのアンテナ。除去したいが時間も足りない。 

• 昔も今も何をするにも栄養は基本となり得ることがわかった。「誰一人取り残さない」を推

進するためにも、まずは自分の能力を身に付けたり、しっかり報連相をする必要があると感

じる。他職種と比べて庁内で管理栄養士の数が少ない分、栄養のことが置いてけぼりになら

ないようにしないといけないと感じた。 

• 自分の現状の立場などを振り返る機会になった。 

• 前回はアンケート結果からどのような人材育成プログラムなのか少しわかりずらいところ

があったが、今回はプログラムの主旨・構成がよくわかった。 

• 人との関わり方が仕事の出来や生活の質に影響が大きいと改めて感じた。 

• 中堅期で身に付けておくべき役割を新任期のうちから知っておくことで自分がどのように

成長していくべきか分かった。後輩の立場からでも役に立つこともあった。 

• 前回と合わせて受講することで、より理解することができた。 

• 資料が分かりやすかったです。 

• 先生の言葉の使い方が上手で私にも理解できたから。また、改めて気づかされることが多く、

振り返りになることが多かったから。 

• 他部署から人、予算を確保するという考え方、それを成功するための交渉力と理論立てて理

解できました。HYOGO あさ＠プロジェクトが、その成功例だとつながりました。 

• 新任期の研修や育成プログラムが割と整っている自治体が多いと思うが、中堅に対しての

サポートが薄い点があると再認識した。一人職場・少数職場だと、どうしても自分の弱みの

部分で評価されてしまうことも考えられ、そういったときは他部署の栄養士とも協力でき

るつながりをしておくことが大切と思った。 

• 食事、人材、エビデンス、その組み合わせの大切さ。他職種への打ち込める力について学ぶ
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ことができた。実際の業務で行っている場面もあったっため、継続してきたい。 

• 研修として初めて聞きました。心のどこかでモヤモヤと感じながら仕事をしてきたことの

一つがこれだったのかと思いました。 

• 少しずつ研究が進み、私たちの意見や考えをどんどん取り入れていただけているというこ

とがよくわかります。前回 9 月の県研修の次の日、課長に報告。「○○先生の言うとおりや!！

『保健部は皆。政策能力がなさすぎる！今からでも本気で考える気持ちがあるのなら政策

あげたら･･･』と。次の日ヒアリングし、”子ども食堂における食育の取組み”を既存事業の

拡大として現在、政策としてすすめることができました。（財源は課内で見直した額で ON と

なりスクラップすることなくすすめられています）○○先生、そして県研修のおかげです!! 

• 何度か○○先生の話を聞いていたのでよく理解できた。いろんな部署に栄養士がいて、若い

世代も増え、自分のモチベーションの維持と若い人を育てる業務をひしひしと感じ、よい学

びができた。 

• 自分自身を振り返り、今後の成長に向けてやるべきこと、後輩の育成に向けてやるべきこと

が明確になった。 

• 積極的な施策立案と展開するための「打ち込み論」と交渉力を高める等、中堅期以降に必要

なプログラムとして漠然としていたイメージが明確になった 

• "自分の弱い部分・苦手意識のあることについて、克服しようとしても出来ないままで、そ

の出来ない自分だけで物事を進めようとすると、小さく、狭く、こじんまりとまとめ、仕事

内容・幅がせばまる。人に頼るというか、つながり、また、阻害要因を除去・改善しておく

必要があるということ、身にしみました。" 

• "栄養士は自己肯定感が低く、その自己肯定感をどうあげるか、下げないかという視点を示

してもらえた。報連相の話も参考になった。" 

• "積極的な施策の立案と展開、交渉力を高めるためのスキルの獲得できるようなプログラム

に期待しています。" 

• 低栄養やフレイル予防など、高齢化が進む中で今後取り組まなければいけない栄養施策の

方向性など、自身の業務分野外の栄養に関する情報についても知っておく必要があると感

じた。 

• 新しい自治体栄養士養成プログラムの完成が楽しみです。前向きに自己効力感を上げる取

組みや報連相など改めて大切だと思いました。 

• この春から自治体栄養士として働くようになり、まだいろいろとわからないことがある中

で、これからどのように活動していけばいいのかなどを学ぶことができました。 

• 自分の意思を伝えること、正確に伝えることのスキルは大切だと改めて感じました。広く密

接に関係あるのが栄養なのに、周りに上手く伝えられず、埋もれるような状態になってはい

けないと思いました。そのためにも中堅期のプログラムがあるとすごくいいなと思いまし

た。 

• 栄養業務は SDGs の目標とリンクしていると感じてはいたが、講義を聞いて再確認すること

ができた。今年度の健やか事業では、どのアイコンに当てはまるのか考えながら進めている

が、今後、他の業務についても考えながら進めたい。 

 

別記２．栄養の主流化に向けた「戦略的仕掛け」の実際（自由記載） 

• 他職種との連携のため、ESG 思考等もふまえた戦略的な仕掛けが必要であること、勉強にな

りました。 

• 栄養業務は課内でも知られていないことも多いが自分も課内の他職種の仕事内容を知らな

いことに気づき、連携し合ったり、お互いの強みを活かしあうには、相手のことを知る姿勢

にまず取り組んでいきたいと思った。 

• ブルーオーシャン、レッドオーシャンや戦略的思考トレーニング等、企業ならではの考え方

をどのように行政に落とし込むのかを知ることができた。 

• ○○補佐の教養ある講義で少し仕事へのモチベーションが上がった。社会情勢がどうなの

かを把握したうえで、栄養政策を考えられるよう、具体的な本を知れて良かった。頑張った
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人がインセンティブ（給料）反映されるようになると私はより頑張ると思える。今はできる

人は、しんどい部署に行くイメージを持っているため。 

• 周りを巻き込むために、他部署のことをよく知り、学び、営業する必要があると強く感じま

した。本日初めて学ぶ言葉（ESG、アウトサイドイン）これが他部署やビジネス界では常用

語であり、勉強不足を痛感しました。おすすめ書籍を 1 冊ずつでも読み、視野を広げたいと

思います。 

• 打ち込む、巻き込んでいくために、相手の分野の勉強、理解が不可欠だと改めて感じました。

知った上で、新たに何を創出できるのか、提案できるのか考えていきたいです。 

• 多部局（企業等）で主流となっているワードがたくさんあったが、そのような知識を身につ

けることで、他部門との交渉がスムーズに進むのではないかと思った。 

• 企業と連携して動くことはあまりできていないがいが、一般の方の栄養状態などを改善す

るにはとても必要なことだと思うので、今後必要になってくるスキルだと感じた。 

• 打ち込み論や戦略的仕掛けの作り方のお話が参考になりました。幅広い視野が必要だと思

うので、おすすめいただいた書籍を読んで学びを深め、それを使いこなせるように努力した

いです。 

• とてもスケールの大きい難しい話だと思いながら聞いていましたが、自分の仕事、今の業務

に活かせるところもあると思った。戦略という考えを伝えたりしていなかったので、ヒント

になった。最後の「The power of yet」という言葉で、ちょっとほぐれた。 

• 世界的にも栄養に関する戦略はこんなにも進んでいることを再認識できた。庁内でも普段

はヘルス部門内で他職種と連携することが多いが、高齢介護や社会福祉、子育て部門とも協

力したり、相談できるところを増やしていかないといけないと感じた。存在意義を考えるこ

とで初心に戻り、必要なことは何かを考え、よりよい食環境づくりに貢献したい。 

• 栄養の主流化の自分の取組み方などを知ることができた。 

• 打ち込みに必要な力、目のつけどころがとてもよくわかった。担当していて熱意をもって取

り組んでいく大切さを改めて感じた。 

• 何がやりたいか、どうするべきかという点ではっきりわからないままであったが、何が求め

られていて、どう解決していくかを考えることが大切だと知った。行政栄養士の立場を理解

し、目標を立てたいと思った。 

• 主体性をもって自分が目指すビジョン、目標を明確にして業務を行うことで、他職種に対し

ても栄養士の業務を理解してもらい、事業を進めるにあたって障害となるものが少なくな

っていき、結果的に効率的な事業展開につながると感じた。 

• 今まで勉強してきた分野と違うことを知ることで、栄養士としての仕事をよりやりやすく

できるのだと思った。 

• ビジネス用語も多く交え勉強になりました。 

• 少し内容が難しく、しっかり理解できなかったが、簡単で言葉の意味が分かりやすいところ

は理解できたから。自分の勉強不足のところがあったから。 

• 社会や組織の中での存在意義をつねにかんがえながら、仕事をすすめたいと思います。 

• 「the power of yet」”まだ”できない、していないだけで、やれば実践できることが普段

の仕事の中でもたくさんあるのではないかと気づかされた。自分の限界を決めず、常に学ん

で成長することを目指したい。 

• 存在意義について、自分の立っている意義について考える機会になった。また、関係課だけ

でなく、広く、働きかけを行うことについて、どの事業施策で行えるのか検討していきたい。 

• ESG のあたりが、頭ではわかるが難しかった。これまでこうだったから、と何気なくつかっ

ていることがあるので、しなやかマインドを持っておきたい。 

• 熱い想い、広い視野に毎度感銘を受けます。行政経験が長くなると、視野がどんどん狭くな

ることを認識しているので、○○補佐のおはなしは、いつもネットで何回も知らない言葉を

調べながら新しいことの学びにつながります。咀嚼するのに時間が必要ですが、まだの力を

大切に少しずつ他者へ伝えるために、戦略方法を考えていきたいです。退職するまでにまた

会えるかしら…（笑） 
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• 通常、オンラインでしか、お会いできない○○補佐のむだのない話に感銘を受けた。「戦略

的仕掛け」普段の仕事の中で小さな小さな交渉はしているが、もう少し資料作りに力を入れ

ながらやってみようと思った。 

• 思考が言語化され、整理できた。戦略の概念が具体化できた。 

• 専門的な知識以外に必要な知識について知ることができた。 

• 施策立案のためには、現実とのギャップを把握することが必要あり、目標を実現するための

シナリオをつくる。また、アウトサイド・インの思考を取り入れながら、社会のあるべき像

や市民の利益を考える。また、バリュープロポジションが大変興味深く、自分で改めて調べ、

活かそうと思った。 

• "地域のニーズに応じた他ができない、あるいは手薄な部分について、行政だからこそ出来

ること、先方の目線にたって、先方の利益を考え、先方に合わせた言葉や見せ方、そのため

には、相手(先方)をよく知ることから始めたいと思います。" 

• 様々な分野から参考になること、他職種や上司への説明に活用できることの紹介をしてい

ただいたと思うが紹介してもらった本等の内容を自分が知らないため、理解しきれなかっ

たです。 

• 栄養の主流化に向けての取り組み方、考え方について分かり易く教えていただきました。

ESG 思考、アウトサイドイン、マインドセットぜひ活用できるようにしたいです。 

• 資料の中で興味深かったのが、（参考）である。ＳＤＧｓは社会全体としての認識はあった

が、栄養改善の取組においても全体の問題として捉え、達成に向けた解決がそれぞれ重要だ

と思った。 

• 大きな希望や前向きな気持ちになるお話しでした。日々悶々としていた内容について、戦略

的にどうしていくかを具体的な手法・考え方や整理された情報などを知ることができてよ

かったです。 

• 経済界の動きや新しいいろいろな考え方について学ぶことができました。 

• 存在意義をもう一度明確にしたいなと思いました。できていないことはまだ多いですが、

The power of yet の気持ちで進んでいきたいなと思いました。 

• 業務の取り組み方、進め方について学ぶことができた。硬直マインドセットになりがちなの

で、”まだの力”と考えなおしてみたいと思った。 

 

別記３．厚生労働省に出向して学んだ施策づくりの進め方（自由記載） 

• 相手に伝わる資料作りの難しさ、大切さ等、共感できました。 

• 「まず目指すべきゴールを設定して、そこから逆算してシナリオを描く」ということに、今

に一生懸命にこだわりすぎず、先を見返すこともとても大切だと思った。 

• 県の栄養施策とはことなり、より幅広い示唆や決定権を持つ業務に関わることを学んだ。 

• 土台として必要なスキルは具体的な例もあり非常に参考になりました。 

• 厚労省への出向での学びが多岐にわたり、本当に大変なんだろうなと思いましたが、その中

で学びを着実に活かされている姿が印象的でした。イニシアチブの図、じっくり内容はもち

ろんのこと、どう見せるか、発表するかも大切だと思いました。読みます！ 

• 試料の作り方、見せ方、細かなところまで寝られていることがよくわかり、今後の資料も熟

読したいと思いました。 

• どのようなスキルが必要か知ることができた。 

• 厚生労働省に出向とのことであったが、現場の意見はとても大切なので今後もこういう国

の施策にも栄養士が入っていければよいと感じた。 

• 具体的な学びを教えていただいてとても良かったです。ありがとうございます。 

• 栄養関係以外の業務の人と話をするには、幅広い領域の情報収集と知識もないと話になら

ないというのがすごく頷けることだとおもったが、いろんなことに対して貪欲でないと、今

の私には大変なことだなと思った。いつもよく見るポンチ絵や伝えるためのインパクトの

ある言葉のチョイスの使い方にも戦略があるのだなと思った。 

• 栄養以外の介護や社会科学、福祉に関する情報、スキルも他と協力、連携するためにには必
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須であることを学べた。日頃からいろいろなことにアンテナを立てておくことは大切だと

感じた。 

• 施策他に打ち込む姿勢、考え方と合わせて必須の土台も知れた。 

• これから身につけたいスキルとか、どのようなことか具体的に知ることができた。 

• 厚生労働省に出向があるということも最近知ったばかりで、行政栄養士の活躍の場が厚生

労働省にもあり、どんな仕事をしているのかというところが知れた。栄養士の専門知識以外

にも人として成長できる環境と思った。 

• 出向されてどのようなことをされていたのか分かった。 

• 2 年目とは思われない仕事内容だった。とても参考になりました。 

• わかりやすい説明でした。 

• 実際どんなことをしているのか未知の世界だったが、くわしく説明してくださりわかりや

すかった。 

• 必須のスキルも教えていただき、県の外に出たからこそ気づいたことを共有いただけて参

考になりました。 

• 出向という形で、貴重な経験をされていることが分かった。ただ政策を立てるだけでなく、

目標とする姿や関係者・関係団体が納得いく説明・根拠を示して発展させていく必要がある

と思った。 

• 視界的な見せ方、特に上の立場の方の見せ方について。 

• 自分の思いだけでなく相手に理解してもらえるような資料作りや説明する力を身につけた

い。まさに現上司が厚労省派遣された行政でして、スライド 4 の通り、この 1 年、資料作り

に始まり、アンテナの張り方、必要なスキルなど、実際指導することをそばで見聞きしてい

るので、おっしゃることがよくわかりました。 

• 政策要求時に通例の資料作りしかできなかったが、それではダメなことがよくわかった。チ

ラシや動画作成においても少し使えるかな？と思った。 

• 簡潔でとてもわかりやすかった。 

• 相手の理解を得るためには、見せ方が大事。そのためには、栄養以外の幅広い情報等の収集

とわかりやすい構想図の作成スキルが必要。 

• 打ち込んでいく姿勢、広い視野 ・柔軟な思考を身近で実践されておられる方がおられるので、

すごくよい学び、体験をされ、○○県に戻られて、戦略的仕掛けの中心人物として活躍され

るのだろうと思いました。やはり、実体験にまさるものはなし。その学びをどう生かすかは

本人しだいだとは思いますが… 自ら育つ!!ですね。 

• 自治体職員、病院での経験をもとに今の仕事でどう説明するか、どう見せるかお話いただい

てよかったです。 

• バックキャストの考え方 見習わせていただきたいです。 

• 土台として必須だと気付いた知識やスキルとして挙げられた項目は、栄養だけではない内

容がほとんどで、私自身、もっと栄養をしっかりと学び、自信をつけなければいけないと感

じているが、それ以外に学ぶべきことがまだ多くあると感じたため、日頃から少しずつ情報

収集することに励みたい。 

• 施策づくりの手法や工夫などが聞けて良かったです。 

• 「五感」を鋭くして、前例にとらわれずに柔軟に考えていくことが大切だと改めて学びまし

た。 

• 伝える上で説明資料は大切だと思います。普段の業務でも資料作成をすることがあるので、

資料作成等のスキル習得に努めたいと思いました。 

• バックキャストの考え方を心がけておられると聞いて、目指すべきゴールの設定を自身も

取り入れたいと思う。 

 

別記４．組織と仕事の進め方と演習「課題の明確化と交渉力」（自由記載） 

• 他部門への交渉は難しいなと感じた。課題と対応策を明確にすることで、どのような取り組

むことができるかわかることに気づけました。 
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• 実践に役立ちそうな内容が多く、とてもわかりやすかったです。 

• 交渉が苦手なので、すごく目から鱗でした。私は負け組なので交渉のいろいろな型があるこ

とを知り良かったです。勝ち負けにこだわらない、皆が良くなる Win-Win を考えていきたい

です。 

• 交渉力というところでまずは自分の強みは何なのか自覚し、考えをしっかり持てるところ

はしいかり伝えることが大事だと思った。100 点でなく 30 点という考え方だけでなく、3 割

バッターならすごいやん！という考えがとても響いた。まずバッターボックスに立つこと

を使用と思えた。 

• 業務において他職種と関わることが多くあるため、ぶれないように自分の考えをもって、話

し（交渉）をしたいと感じた。今できることを自分らしく行い、周りに協力を求めることも

大切だと気付いた。 

• 自分の現状やコミュニケーション・交渉力などを考えることができた。 

• 交渉力のつけ方、説明の仕方がよくわかった。 

• はっきり伝えることが大切だと知った。文字で示すなどして考えを明確化しようと思った。 

• 事業を進めるにあたって大切なことを学ぶことができた。またグループワークでさまざま

な環境、職位でどのような課題があるのか分かった。 

• 管内の市町と県の栄養士と意見交換できてとても良かったです。○○先生のお話、もっとも

っと聞きたいです。 

• 交渉について、よく理解できました。 

• これまでの経験、具体例も示していただき、自分と照らし合わせて聞くことができてよかっ

た。他市の状況も聞くことができ、情報共有することで、1 つでも成果に繋げたらと思った。 

• 同じ市町村のメンバーと一緒だったので、自分が上手に言えないところを補ってもらった。

○○市、□□市の方とも顔知り合いなので、話もよく進み、他市の強み、歩みを知ることが

できた。 

• 講評がとても参考になりました。今後の事業や企画主催の際に活用しようと思った。 

• 目標を明確化することで、適切な解決策をとることができる。また、中堅期においては、効

果的なコミュニケ-ション能力と交渉力が大事。 

• 事例がわかりやすく、お話を聞きながら今の状況を想像して考えることができました。「効

果的な交渉」ということを研修で聞く機会はなかったので、とてもよかったです。また、演

習では他自治体の違った立場の方のお話がきけて、有意義でした。 

• 他職種と連携することが必須だが、栄養士としての考えをしっかりとした軸としてぶれず

にもっておくことも重要だと感じた。 

• 日々準備しておくこと、7 割でも行動に移すことなど、日常業務の振り返りになりました。 

• 交渉は苦手としていたので、よりよい交渉になるための方法等についての理解を深めるこ

とができました。 

• タイミングを逃すことなく自分から発信できるようにしていきたいなと思いました。偶発

的なチャンスをつかめるように、実績を積んで交渉できる準備をしておきたいと思いまし

た。 

• 交渉力を身につけることの重要性がわかった。説明するためには、自分自身の理解を深める

ことで、これができないと不安につながると思った。Win-Win に導くシナリオを考えて見た

いと思った。 

 

別記５．組織の中での栄養士（自由記載） 

• 他自治体の方との同じような悩みや、新鮮な考えが参考になりました。 

• いろいろな立場や職場の栄養士さんの話が効けて、とても参考になった。 

• 同じ悩みを異なる部署の人も持っていることを知ることができて少し安心できた。 

• グループワークできて他の栄養士の話も聞けて良かったです。 

• 同じ状況の中で前向きな意見を共有できて良かったです。 

• それぞれの悩みであったり、共通の悩み等が共有できた。 
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• 行政栄養士になって 3 か月のため、グループワークの内容も理解できない内容もあったが

悩んでいることなど同じこともあり、参考になることが多かった。また、他の県の栄養士の

方といろいろ話すことができ良かったです。 

• 栄養士は少数職種なので、他部門の栄養士とも連携していくことが必要だと感じた。ジョブ

ローテーションも大切だと思いました。自分の年齢でもジョブローテーションがあればよ

いなと思っています。 

• 日頃の不安や悩みを聞き、自分だけではないのだと少しほっとしたが、グループ内でもアド

バイスや参考になる取組等が聞けて良かった。 

• 不安に思っていることはどこも同じで、少し安心したが、まだまだ課題があるように感じた。

もっと管理栄養士間のネットワークや連携を強めて、相談できる人を増やしていくことも

大切だと思った。 

• 事前ワークと様式が少し変わっていて、戸惑った。時間が短かった。 

• 県職員以外に市町の栄養士とも情報交換することで、仕事内容と立ち位置の違いをよく知

ることができた。同じ行政栄養士でも課題がさまざまだなと感じた。また、地域が近い栄養

士とのグループだったので、普段の困っていることや力を入れていることが知ることがで

き、直接業務に活かせる内容もあって良かった。 

• 今後の課題と解決策について様々な意見を聞くことができた。すぐに解決されるわけでは

ないが、何が課題かだけでも自分が理解しておくことが解決に向けての一歩だと思った。 

• それぞれの市町によっての特徴や特色、事情など勉強になりました。 

• 中堅期の方の意見を伺うことができて、もし将来自分も同じ立場に立つことになったとき

の勉強になったから。 

• モチベーションがあがりました。 

• 他の栄養士さんの悩みや働くうえで大切なことが共有できた。 

• 主観で考えてから、他社の意見を聞くことで、目指す姿の設定の大切さを改めて思った。じ

っくり考えていきたい。 

• 栄養士としての人材育成が今はできていないが、今後、他の栄養士とともに考えていきたい。 

• 日々の業務を振り返りながら、これからの自分も振り返りながら…。年齢を重ねるほど、後

輩への育成の思いが強くなるなと感じた。 

• 班の中では、お母さんの立場になりつつあり、自分の働き方を見せることも大事であるけど、

若い人が育つ環境づくりに力をそぎたいと思った。 

• グループワークできいろんな立場・部署の栄養士の方々の考えや思いを知ることができた。 

• 事前課題を作成することにより、考え方の整理ができた。また、グループワークを行うこと

でより理解を深めることができた。 

• 人材育成の課題については同じ自治体でしか話をすることがなかったため、貴重な機会と

なりました。オンライン参加だったので、他グループの発表が聞こえにくかったのが残念で

した。 

• 一人職場のことが多く、参加者が同じ思いを抱えていると知って、少し安心した。自分もが

んばろうと思えた機会をいただいた。 

• 自治体規模や環境によりさまざまだが、自己効力感を感じることを見つけながら、先を見据

えこれからの業務を行って行きたいと思いました。 

• 他の自治体栄養士さんのお話を聞くことができ、とても充実した時間になりました。 

• 不安など他市の方と話すことができて良かったです。 

• ふだん感じていることについて共有することができた。他の人も悩んでいることが分かり、

話を聞くことができて良かった。自分のことについても話をすることで、頭の中を整理する

ことができた。 

 

別記６．研修会で印象に残ったことなど（自由記載） 

• 普段、行き詰ったり、悩んだりする中で、皆さんそれぞれにはるかに難題について貴重な話

や考えを聞けて勉強になった。 
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• 自分の今の課題にぴったりの内容でした。本当にありがとうございました。 

• おすすめされた本、1 冊は読み切りたいです。 

• 各講義ごとに 2~3 分振り返る機会があったおかげで振り返りしやすかったです。さすがの

進行であっという間の充実した時間でした。感謝です。 

• 本日はありがとうございました。豪華な講師陣で兵庫県下の職員でよかったと思いました！ 

• 各市町の栄養士の状況を知ることができ、良い機会でした。ありがとうございました。 

• ○○先生のはなしにあった 100 点を目指さなくても良いというお話が印象に残りました。

積極的にいろんなことに挑戦していきたいと思いました。 

• 自ら育つことができるよう、コツコツ努力していきたいです。まだの力、3 割バッターでよ

いの言葉に励まされて頑張っていきたいです。 

• 一人配置のところで、交渉力、発信力等、参考になるところがたくさんあった。自分の強み

ややりたいことは何か、何のためにやっているのかという○○先生の言葉が響き、それに向

けて明日からできること、できそうなことは少しずつでもやっていこうと思った。 

• 庁内で管理栄養士は少なく、不安なことも多いが、自分だけ思っているわけではないことに

安心した。他職種と連携しながら、自分の意見もうまく取り入れたうえで、交渉したり、業

務を進めていきたいと思った。今日の研修でさまざまな刺激を受けることができた。 

• 本格的な研修で、とても勉強になり、日々の仕事につながる内容ばかりでした。教えていた

だいた本や考え方をもう一度見直し、実践したい。報告書ももう 1 回読み直したいと思いま

す。同じ地域の方とお話しできて良かったです。 

• いろいろと刺激の強い 1 日でした。もう一度見直し、身につけようと思う。 

• 交渉力を特に身につけたいと感じた。行政栄養士として存在意義を自分の中で明らかにし

て業務を進めて行きたいと思う。 

• できないことを並べるばかりではなく、一歩踏み出してやりたいこと、やるべきことを実行

していきたいと思った。 

• 30 点ではなく、3 割バッターであると言われた○○先生の言葉がとても印象に残りました。

0 点ではなく、まずはできることを提案し実践してきたいと感じました。 

• 厚生労働省の方のお話を生で聞けて貴重な経験でした。ありがとうございました。 

• 講義 1 の前回と内容が被っていたところは振り返りになり、よく理解できた。 

• ありがとうございました。圏域単位でも共有したいと思いました。 

• ”まだ”できていないだけ、”まだ”わからないだけ、これからできる！ 

• 普段オンライン上でしか学習することのない講師の方から、直接、生の声を聴くことができ、

かつ、自分の強み、弱みをふまえ、後輩指導や食環境整備につながる取組みを考える機会と

なった。ありがとうございました。 

• 栄養士の仲間が全国的には増えて嬉しいことだが、今日の発表でもいろんな立場があり、○

○は恵まれていると思った。若い人を大事にしたいと思った。 

• 職場に持ち帰り庁内栄養士に伝達したいと思います。すべてがためになる講義・お話しでし

た。ありがとうございました。 

• 今回の研修会により、食育計画の策定とそれに伴う事業を展開していた頃を思い出した。そ

の時の自分の行動が適切だったと改めて感じたとともに、振り返ることで流れ等の整理が

できた。また、自分が経験したノウハウを後輩達へ伝えるために、後輩達が考えてイメージ

ができる機会をつくる必要があると思った。 

• グループワークで話をすることで、自分が活用した人脈や連携についても再確認できまし

た。同職種のモチベーション維持、向上を検討する参考になりました。 

• 急遽、午後の部を欠席して、申し訳ございませんでした。今後とも研修会をはじめ、様々な

情報等頂けるとありがたいです。どうぞよろしくお願いいたします。 

• 経済産業省が公表している「未来人材ビジョン」によると、これからの時代に必要なスキル

は、現在は注意深さや責任感、まじめさが重視されるが、将来は問題発見力、的確な予測力、

革新性が一層求められると示されているとのこと。時代に合うような力を身につけていき

たい。 
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• 講義 2 がとても印象に残りました。普段健康づくり事業全般を管理しているので栄養施策

に余力がなくなっていたのですが、せっかくのポジションを生かして前向きに、栄養を小出

しにしてきたいと思いました。 

• 交渉力はこれからスキルアップしてつけていかないといけないなと思いました。チャンス

が来たときにつかめるようにこれから頑張りたいと思います。ありがとうございました。 

• 普段業務に追われる中で、自分の業務について振り返る時間がないので、共有しながら考え

ることができて、良かったです。 

 

 


